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●
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経

過
し
た
今
、
被
災
地
で
は
復
興
へ

の
歩
み
が
始
ま
っ
た
。一
方
、日
本

経
済
は
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の

下
、
本
予
算
は
総
額
２
６
７
億
７

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
０
･

７
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
を

見
る
と
、医
療
施
策
で
は
、小
児
医

療
費
助
成
を
小
学
校
３
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
や
保
護

者
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
配
慮
し

た
も
の
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。経
済
施
策
で
は
、企
業
立
地
等

へ
の
助
成
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
設

置
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
、

経
済
や
雇
用
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
予
算
が
計
上
さ
れ
、
「
産
業
の

力
」
の
発
展
を
期
待
す
る
。
教
育

施
策
で
は
、「
家
族
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
家
庭
学
習
の
習
慣
化
に
向
け

た
土
曜
ま
な
び
場
事
業
や
「
家
庭

読
書
の
日
、ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ

ー
ム
デ
ー
運
動
」
の
展
開
な
ど
、

家
庭
教
育
の
推
進
を
望
む
。
環
境

施
策
で
は
、
緑
豊
か
な
ま
ち
に
向

け
て
、
公
園
整
備
な
ど
国
庫
補
助

金
等
を
有
効
活
用
す
る
予
算
が
計

上
さ
れ
た
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
助
成
の
対
象
を
一
般
住
宅

に
加
え
、共
同
住
宅
、事
業
所
に
拡

大
す
る
な
ど
、
環
境
へ
配
慮
し
た

「
環
境
の
力
」を
進
め
て
い
る
。
防

災
施
策
で
は
、
防
災
倉
庫
増
設
や

防
災
計
画
見
直
し
に
よ
る
防
災
マ

ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
今
後
発
生
が

予
想
さ
れ
る
直
下
型
地
震
へ
の
対

策
が
施
さ
れ
て
お
り
、
「
安
全
安

心
の
力
」
の
施
策
と
し
て
評
価
す

る
。
前
年
度
の
予
算
規
模
を
下
回

っ
た
も
の
の
、
施
策
内
容
は
充
実

し
て
お
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
て

い
る
。
今
後
も
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
継
続
し
、
さ
ら
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
よ
う
要

望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）
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平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

２４

議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
２
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見

が
、
３
人
の
議
員
か
ら
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
本
予
算
の
総
額
は
、
２
６
７
億

７
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比 

０
･
７
％
、１
億
８
０
０
０
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
る
が
、
主
に
子
ど

も
手
当
に
か
か
る
事
業
費
の
減
と

聞
い
て
い
る
。
歳
出
の
伸
び
が
高

い
も
の
か
ら
特
徴
的
な
事
業
を
見

る
と
、教
育
費
で
は
、国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
神
崎
遺
跡
の
保
存
・

整
備
の
た
め
の
用
地
購
入
費
が
増

加
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
弥

生
時
代
後
期
の 
環  
濠 
集
落
の
貴
重

か
ん 
ご
う

な
姿
を
後
世
に
伝
え
る
も
の
で
、

歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
。
農
林
水

産
業
費
で
は
、
市
道
９
２
７
号
線

の
農
道
整
備
の
ほ
か
、
荒
廃
農
地

再
生
の
た
め
の
取
り
組
み
が
盛
り

込
ま
れ
、
農
業
振
興
へ
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
す
る
。総
務
費
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
予
算
に
加

え
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や

防
災
倉
庫
、
防
災
資
機
材
の
整
備

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
な
ど
の

災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
災
害
な
ど
に
強
い
体
制

づ
く
り
を
願
う
。
他
方
、
前
年
度

に
比
べ
減
と
な
っ
て
い
る
衛
生
費

は
、
高
座
清
掃
施
設
組
合
へ
の
負

担
金
の
減
な
ど
が
主
な
要
因
と
聞

い
て
い
る
が
、
震
災
で
省
エ
ネ
な

ど
、
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
叫
ば

れ
る
中
で
環
境
基
本
計
画
の
改
定

や
戸
建
住
宅
、
共
同
住
宅
、
事
業

所
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

助
成
は
、
今
で
き
る
対
策
と
し
て

評
価
す
る
。
民
生
費
も
減
と
な
っ

て
い
る
が
、
小
児
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
拡
大
な
ど
、
子
育
て
支

援
の
拡
充
事
業
や
不
妊
症
・
不
育

症
の
治
療
費
の
一
部
助
成
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
推
進

を
願
う
。
予
算
総
額
は
７
年
ぶ
り

に
減
少
し
て
い
る
が
、
各
分
野
で

市
民
生
活
重
視
の
施
策
が
盛
り
込

ま
れ
、
評
価
で
き
る
予
算
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
要
望

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
新
年
度
予
算
で
評
価
で
き
る
項

目
と
し
て
、
小
児
医
療
費
助
成
で

は
、
対
象
者
が
小
学
校
３
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
、
昨
年

　

月
か
ら
小
児
医
療
費
拡
充
を
求

１１め
る
請
願
に
署
名
を
し
た
多
く
の

保
護
者
が
喜
ん
で
い
る
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
で
は
、
市
民
団
体

が
制
度
実
施
を
求
め
て
関
係
部
署

に
毎
年
繰
り
返
し
要
請
活
動
を
行

い
、
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
市
役
所
内
設
置
で

は
、
市
民
の
求
職
活
動
が
大
き
く

前
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
予

算
の
問
題
点
を
見
る
と
、（
仮
称
）

綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
で

は
、
海
老
名
市
に
東
名
高
速
道
路

と
さ
が
み
縦
貫
道
の
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
が
で
き
、
イ
ン
タ
ー
も
設
置

さ
れ
て
い
る
。
市
内
へ
の
新
た
な

イ
ン
タ
ー
設
置
は
交
通
渋
滞
と
大

気
汚
染
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
に

な
る
。
寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸
計

画
も
、
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
設
置
が
な

け
れ
ば
、
現
状
の
道
路
形
態
で
問

題
な
い
。
深
谷
落
合
と
吉
岡
西
部

の
区
画
整
理
な
ど
の
市
街
地
整
備

の
う
ち
、
特
に
深
谷
落
合
で
は
、

広
い
農
地
を
保
有
し
て
い
る
地
権

者
か
ら
、
事
業
を
実
施
し
な
い
で

ほ
し
い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
小
・
中
学
校
付
近
は
、

農
地
と
住
宅
地
と
し
て
残
し
て
ほ

し
い
と
の
声
も
多
く
あ
る
。
地
権

者
に
無
理
を
押
し
付
け
な
い
事
業

展
開
を
求
め
る
。
福
祉
で
は
、
重

度
障
害
者
へ
の
医
療
費
助
成
で
、

　

歳
以
上
の
新
た
な
対
象
者
が
除

６５外
さ
れ
た
。
高
齢
者
を
差
別
す
る

も
の
で
あ
り
、
対
応
を
求
め
る
。

基
地
問
題
で
は
、
飛
行
機
か
ら
の

部
品
落
下
事
故
が
起
き
た
が
、
事

故
原
因
に
対
し
て
、
現
在
ま
で
回

答
が
な
い
。
事
故
原
因
究
明
と
再

発
防
止
対
策
が
完
了
す
る
ま
で

は
、
市
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
案

内
を
一
切
中
止
す
る
な
ど
、
毅
然

と
し
た
態
度
を
と
る
こ
と
を
求
め

る
。
以
上
の
こ
と
を
指
摘
し
、
本

予
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）

●
東
日
本
大
震
災
以
降
、
各
地
で

防
災
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
る
。
平
成　

年
度
は
、
防
災
対

２４

策
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
細
や

か
な
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
評
価
す
る
。
し
か
し
、（
仮
称
）

綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
本
市

に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
地
域
へ
の
影
響
や
市

民
生
活
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
の

か
、
市
民
に
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が

示
せ
て
い
な
い
。
県
道　

号
線
の

４２

延
伸
と
の
関
係
や
県
道　

号
線
の

４０

渋
滞
緩
和
、
工
業
系
新
市
街
地
整

備
事
業
に
伴
う
今
後
の
企
業
誘

致
、
周
辺
住
宅
地
へ
の
車
両
流
入

な
ど
、
未
解
決
の
問
題
を
積
み
残

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。な
ぜ
、

綾
瀬
イ
ン
タ
ー
が
必
要
な
の
か
、

予
算
を
ど
の
く
ら
い
組
む
べ
き
な

の
か
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
事

業
化
す
る
た
め
に
も
議
論
す
べ
き

こ
と
は
多
い
。
東
日
本
大
震
災

で
、
生
活
道
路
は
甚
大
な
被
害
に

遭
い
、
基
幹
道
路
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
た
。
高
速
道
路
と
の
連

結
が
防
災
の
観
点
か
ら
も
必
要
か

●
（
仮
称
）
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
を
中
心
と
し
た
新
工
業

用
地
の
開
発
や
都
市
計
画
道
路
寺

尾
上
土
棚
線
の
北
伸
な
ど
、
市
民

負
担
を
増
す
事
業
を
継
続
し
て
い

る
。
ま
た
、
目
前
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
雇
用
の
拡
大
や
低
所
得
者

に
対
す
る
負
担
軽
減
の
施
策
に
弱

い
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

議
論
し
、
市
民
が
納
得
す
る
答
え

が
出
れ
ば
再
検
討
も
必
要
か
も
し

れ
な
い
。し
か
し
、震
災
が
起
き
た

場
合
、
市
内
を
横
断
す
る
早
川
本

蓼
川
線
の
渋
滞
対
策
が
重
要
で
あ

り
、
市
民
が
求
め
て
い
る
政
策
で

は
な
い
か
。　

年
度
に
行
わ
れ
る

２４

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
評
価
報
告

の
中
で
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を

見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

県
に
よ
る
と
、
海
老
名
イ
ン
タ
ー

の
利
用
が
、
思
っ
た
以
上
に
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
寺
尾

上
土
棚
線
の
北
伸
が
難
し
い
状
況

下
で
、
イ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る
渋

滞
の
解
消
策
な
ど
、
市
長
が
率
先

し
て
市
民
合
意
を
得
る
く
ら
い
の

動
き
を
見
せ
な
い
と
、
公
聴
会
や

事
業
説
明
会
で
の
合
意
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
見
極
め
た
上
で
、
さ
ら
な

る
議
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

（
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
部
）

３
月　

日
、
大
上
保
育
園
の
新
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
建
て
替
え
に
伴
い
定

２９

員
が
増
員
さ
れ
ま
し
た

賛

成

賛

成

反

対

反

対


